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平成 29年 1月 23日 輪島市立輪島中学校 

 今月は「学校」が出てくる本を紹介します。みなさんと同じような年代の主人公が登場するの

で、読みやすく、共感できる作品が多いはずです！ぜひ、図書室で手にとってみてくださいね。 

 

「雨が降る日は学校に行かない」 相沢 沙呼/著   

 クラスメイトからいじめを受けて学校を休んだ 

り、保健室登校をしている女子中学生のお話。担 

任の先生もなかなか彼女の置かれている状況を理 

解してくれないし、自分の努力が足りないせいと 

自分自身を責めてしまう。『学校に行きたい！友 

達を作って普通に勉強したかった』と彼女が叫ぶ 

場面ではいじめの罪の重さに心が締め付けられる。 

 
「いい人ランキング」 吉野 万理子/著 

 主人公の桃は、人の悪口も言わないし、宿題を 

友達に見せるのも嫌がらない。文化祭で『いい人 

コンテスト』をすることになり、桃はランキング 

1 位になったのだが、喜んでもいられない。なん 

といじめの対象になってしまい、『師匠』と呼ば 

れる男子からアドバイスを受けるのだが…。 

 
「君はレフティ」 額賀 澪/著 

 学園ミステリーをスパイスにきかせた切ない 

恋愛小説の登場です。夏休み中に交通事故にあ 

ってしまい、すべての記憶を失った高校生の真 

樹。新学期が始まり、なんとか友人に支えられ 

学校生活を送るのだが、校内で連続した落書き 

事件が発生する。その落書きが真樹に向けられ 

たメッセージらしい。思わず叫んでしまうほど 

の驚きの結末が待っている!! 

※レフティとは、左利きという意味。 

 

 

「よるのばけもの」 住野 よる/著 

 夜になると、化け物になるという衝撃的な男 

子中学生は、ある夜自分の学校に忍び込む。そ 

こで出会ったのは、同じクラスの風変わりな誰 

にも相手にされていない女子生徒だった。彼女 

は極端な考え方を持ったちょっと頭のおかしな 

子だと思われていたが、実は必死に悩み生きているとしたら…。 

 

表紙は 

“神様のカルテ”など

のイラストで有名な 

カスヤ ナガトさん

作。 

あのベストセラー

『君の膵臓を食べた

い』の著者。待望の 

３作目！ 

   

待望の 

第 3作目。 

 


